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第２回東西日本区交流会（12 年ぶりに開催）が、2

月 4 日(土)5 日(日)の二日間、日本 YMCA 同盟：国際青

少年センター東山荘に於いて開催された。東西合わせ

370 名（東日本区 188 名、西日本区 171 名、台湾区 11

名）が参加し「語ろう！未来につなぐワイズスピリッ

トを！」の大会テーマに、語り・学び・交流の時を楽

しく過ごした。ひがしクラブからは、飯田・沖・金丸・

高野の 4 名が参加した。 

第１部開会式（新装

の本館講堂）、利根川

東日本区理事による

開会点鐘。田中博之実

行委員長の開会挨拶、

続いて島田 YMCA 同

盟総主事・神崎次期同

盟総主事の来賓挨拶、

利根川・岩本両理事による挨拶。引続き行われた講演

は、中道基夫氏（同盟理事／神戸クラブ）より「YMCA

のブランニングとワイズ」続いて堀口東山荘所長によ

る「東山荘の歴史」の講演があり第１部が終了。第２

部交流プログラムは、①LT/LD・IBC/DBC ②エクステ

ンション ③音楽 ④ダンス ⑤ウォーキング ⑥ヤング

⑦野外⑧メネットの交流プログラムが用意されそれぞ

れ好きなプログラムに参加し交流が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

THE Y’S MEN’S CLUB OF 

TOKYO HIGASHI 
CHARTERED 1988 

〒 135-0016 江東区東陽 2-2-20 東京 YMCA 東陽町センター内  ℡ 03-3615-5568 

国際会長：Joan Wilson(カナダ) 主題:「私たちの未来は、今日より始まる」 

アジア地域会長：Tung Ming Hsiao(台湾) 主題:「ワイズ運動を尊重しよう」 

東日本区理事：利根川恵子(川越) 主題:「明日に向かって、今日動こう」 

関東東部部長：片山 啓(茨城) 主題:「組合せされ、結び合わされ、造り上げられてゆく」 

東京ひがしクラブ会長：鮎澤正和 主題:「変化と継続！クラブ一丸！ パートⅡ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマイル 

7～9 月までの累計  

13,440 円 

 

※10 月は熊本 YMCA 支援、

11 月は夢はうす食堂へそ

れぞれ献金。 

  
 

 

2016-2017年度役員 

会 長  鮎澤正和 

副会長  須田哲史 

書 記  金丸満雄 

会 計   野本多美子 

担当主事 沖 利柯 

 

２月例会 

出席者       5 名     ﾒﾈｯﾄ   1 名 

会員出席者  4 名       ｹﾞｽﾄ  名 

在籍数      11 名   ﾒｰｷｬｯﾌﾟ   2 名 

（広義会員 2 名）           

ひがし会員出席率 ６７ ％ 

 

✞今月の聖句✞ 

『平和を実現する人々は幸いである。 

その人たちは神の子と呼ばれる』 

－マタイによる福音書第 5 章 9 節－ 

 

 

 

  

      

 

           

 

 

３月例会 

と き 2017 年３月９日（木） 

    18:30～20:30 

ところ  東陽町センター多目的室 

            司会 野本多美子 

 ☆プログラム       

開会点鐘          鮎澤正和会長 

ワイズソング／ワイズの信条  

開会挨拶 

ゲスト紹介 

食前の感謝         竹内 聰 

今月の誕生日・結婚記念日 

卓話 

「東日本大震災から熊本地震の今」 

    光永尚生氏 

（日本 YMCA 同盟／東日本区連絡主事） 

各種報告／スマイル 

閉会点鐘          鮎澤正和会長 
 

 

 

 

 

強調月間 

B F 
ﾒﾈｯﾄ 

 



第３部：夕食懇親会は体育館で行われ、遠藤通寛実行

副委員長(大阪泉北)の開会挨拶のあと食前の感謝に続

いて乾杯で懇親会がスタート。所々で挨拶と名刺交換

が交わされ熱気ある和やかな懇親が行われた。東西対

抗ワイズ合戦・ミュージックタイム・ダンスタイム・

大抽選会等々お楽しみプログラムがあり、続いてのア

ピールタイムでは雰囲気に乗じてウエストクラブと共

に壇上に上がりアピール（？？）を行った。熱気ムン

ムンの懇親会も、栗本・大野両次期理事による中締め

で終了した。第４部：フェローシップは DBC 交流が各

部屋で行われ、ひがしは京都ウエストとの交流を予定

していたが、西連合の皆さんの他江東・十勝・茨城・

熊本も合流され大 DBC 交流となり夜おそくまで賑や

かに行われた。 

 第５部（5 日）。十勝クラブ池田さんによる日曜礼拝

奨励の後、山田公平氏（武蔵野多摩）による「ワイズ

と YMCA、今後の期待」と題する講演、続いて清水弘

一氏（石巻広域）・亀浦正行氏（熊本にし）から被災地

報告。千葉クラブと大阪高槻クラブの DBC 締結式、大

阪泉北クラブと台北A-Listクラブの IBC締結式が行わ

れ出席者より祝福の拍手が送られた。最後に東西日本

区大会アピールがあり田中実行委員長の閉会のことば

で二日間の東西交流会が終了した。 

素晴らしい第２回交流会をプロデュースしていただ

いた、実行委員会の皆様そして東山荘スタッフの皆様

に感謝申し上げます。 

 終了後三島にて、東京ひがし・京都ウエスト・東京

西・大阪西・十勝の皆さんと老舗「桜屋」で合流。自

慢の鰻に舌鼓を打ち東西交流の大締めを行い、ウエス

トの皆さんと６月の引継例会に訪問する約束をして降

り始めた雨の中東京に向かった。 

    三島市内 鰻料理「桜屋」にて 

 

 

２月 25 日、恒例の東陽町コミ主催「陽春の集い」

がウエルビーで行われた。早春の穏やかな陽気の中、

近隣地区のお年寄り 150 名(限定)の参加者が集った。

毎年開会前早くから並んで待つ参加者もいるほど人

気のプログラム。ひがしは毎度お餅コーナー担当。

お雑煮の準備と餅つきの準備に大わらわ。12 時開会

と同時にお雑煮と福餅（きなこ・あんこ・納豆・大

根おろし）に行列ができる。餅をつく杵に力が入る。

お餅を食べ終わるとベーゴマ・お手玉・吹矢・習字

等の昔遊びを楽しみ、視聴覚室で落語・新舞踊・歌

謡曲等々の演芸を楽

しんでいただいた。 

最後に、吉田紘子委

員長の挨拶と鮎澤会

長より第 23 回ピース

ウォークの案内をし

て終了した。 

 

 

ＹＭＣＡコーナー                             
              担当主事 沖 利柯 

▼第 701 回東京ＹＭＣＡ午餐会 

東京北クラブの磯部成文さんを卓話者にお迎えし、

「新しい一歩を創る～リオ・オリンピック水泳金

メダリストを育てた下町企業の挑戦」と題してお

話いただきます。 

「介護」という言葉を発明し、商品開発は文化開

発であることを実証してきたフットマーク社の哲

学と、リオ・オリンピック金メダリストを輩出し

た同社の挑戦秘話をお聞きします。 

 

【日時】3 月 21 日（火）12：00～13：30 

【場所】東京大学 YMCA 

（南北線東大前駅 0 分） 

【費用】￥3,000 

（食事不要の場合は￥1,500） 

【申込】3 月 16 日（木）までに賛助会事務局へ 

         sanjo@tokyoymca.org 

         TEL:03-3615-5562 

※東京 YMCA の HP でもご案内しています。

http://tokyo.ymca.or.jp/news/2017/02/20170

214-01.html 

 

 

 ★今月の誕生日 

須田哲史さん(22 日) 

斉藤蓉子ﾒﾈｯﾄ(15 日) 

❤今月の結婚記念日 

   飯田歳樹・加代ご夫妻(6日) 

 

 

陽春の集い 
 

TEL:03-3615-5562
http://tokyo.ymca.or.jp/news/2017/02/20170214-01.html
http://tokyo.ymca.or.jp/news/2017/02/20170214-01.html

